
事崯ー崧�
事手১� 町内にਡしていた公共施設の統合による新たな施設整備�

事内ઍ�

ഠᄺ化した４施設（⋇生ၺ学ಆセンター（一部）、�
⋈ஒ年会ை、⋉高齢者生きがいセンター、⋊峓も
支援センター）を再編・統合し、ใோ部ী（図છை（町
教育員会事ਜ室をಡ設））にம続するように築�

事ા� 施設整備ા：���� （ઘ込）�

事ા�
調方১�

北海道地域づくり合交付স、地方ઝ（ૌႧ対ੁ事
ઝ）、町の公共施設整備੦সり入れ�
町の実ସ૿પは ��٫程度�

ਝਏ�

対施設�
上士幌町生ၺ学ಆセンター� わっか� �
భ床એ� �������� ⋻� � మ建�

主な用ಥ�

生ၺ学ಆセンター（ు童会ைٔ図છை）のు童会ைડ�
ஒ年会ை（�学童保育所、ఽ�ミニバレーサークル）�
高齢者生きがいセンター（手芸、陶芸、多目的サークル
等）、峓も支援センター�

事崡崕ー嵈（క）�
機器保ஹ、や備等の一部ਜは外部しているものの、施設管
理は町が行っている。�

 রੱඌに岬峵૽ৃ、୰、೨ੜਤセン崧ー、ૹඌಉを峠ৃਚに整峃峵岽峒峑、
ূਧવਨの্ڰから崊崗セ崡を૭ચ峒し、のরற的なਝ峒し峐に岸峹岮づ岹峴に൴�

 ు、峇の৳૧者からৈೡ者ま峑岶ਹ৷峃峵岽峒峑、ড়のঽなઐをে峩লし峐岮峵�
ટ 

施設外観�

�
出所：上士幌町ホームページ�

�
施設内観（プ嵕ムナード（共થ崐嵒ア））�

�

出所：上士幌町提供�

�
事ス崕ーム�

 

�

北海道上士幌町� ٛ人ઠ（平成��年 �月 �日）ٜ約ڱ人� ٛ員ਯ（平成��年 �月 �日）ٜ一ಹ行部��人�

ٛఏଃ規模（平成 �� 年度）ٜ��������� 

�

ಧധ市

્శ営利活動১人
かしまスポーツクラ崾 利用者（市民）

੦মੈの
ഁ結

・管理者の
・管理料の支௸い

維持管理・運営
自主事の実施

施設・サー崻
スの提供

利用料
（自主事）

利用者（児童、生徒）

事のਏ�
○高齢化、人ઠ会においても町の活ৡやዖわいを
生峩出すため、「まちが� 町民が� ੪ਞになる� 集いや出会いに
あ峟れる� 峟れあいの場」を੦মコンセプトに、町内にਡする
ഠᄺ化が෩しい公共施設をใோの図છைにம続するよう統
合し、峓もからお年ఞりまでが生き生きとૌ岾せる世代間交
をയ進する施設として整備。�

○多世代の町民が利用する施設のള合化と、建物自体を崔ラス
りにし、活動のを見えるようにすること等により、ম施設
においては自な交が生峩出されている。�
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৽༬�
整備�
ス崙ジュール�

平成 �� 年度�
平成 �� 年度�

住民ワーク崟嵏ップを開ಈ�
上士幌町生ၺ学ಆセンター
築（建౹）計੦ম計
をੁ�

平成 �� 年度�
平成 �� 年度�
平成 �� 年度�

プ嵕ポーザル、੦ম設計、実施設計�
建設ੵ事�
開ை�

事の్岮�
○中心市ඌ地の活ਙ化�
○まちなかの「に岸わい」出�
○多な住民交の出�
�ਝの改ണに峲峵ഠᄺ৲への対応ٳ
�ਝのગౣુਁٳ

ਤ体�
ૂ内૯的に調整を行う੫ଃ課が公共施設の再編੦ম計をੁし、施設を所管する教育員会生ၺ学ಆ
課が、整備後の施設の管理運営を行っている。�
�

き峍か岻（ూବ）�
○高齢化、人ઠ会における町の活
ৡ低ৣ�

○ใோ住民と移住者が共ோする「まちなか生
ၺ活ඩのまち」のଡ築�

○町内にਡする公共施設のഠᄺ化�

ঢ়બ者峒の৹整�
町は、ব（内దਿ）のଓஃ事「્地域再生計ੁ事」を活用し、北海道大学、132 上士幌コン崟崏ルジ
ュ、ૹੵ会（地域づくり員会）との連携による「生ၺ学ಆセンター੦ম計ੁ員会」のਾઔછをもとに、上士幌
町生ၺ学ಆセンター築（建౹）計岥੦ম計岦をੁ。ੁૌ程において、各種調ਪ、崺ア嵒ン崘、アン崙ート調
ਪ、ਔ見交ఌを実施し、町内各੮体やサークルな峓の、多くの町民のਔ見ല取を実施。場所がわることへの不安等
に対し、丁寧な説明を行うことで、合ਔ形成を図った。 

公共施設再編੦ম計は੫ଃ課、施設の管理運営は教育員会生ၺ学ಆ課�ૂ�

各種調ਪ、崺ア嵒ン崘、アン崙ート調ਪ、ਔ見交ఌを実施�ড়�

北海道大学、132上士幌コン崟崏ルジュ、ૹੵ会（地域づくり員会）との連携�ঢ়બਃঢ়�

嵊崳崧嵒ン崘ু১・体�
通ଞのਜのため、્に嵊ニタ嵒ン崘等は実施してい
ない。�

出所：上士幌町ۅڽ�

�
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�

�

１మ平એ図�

�

�

�

�
：プ嵕ムナード（共用崐嵒ア）
：プレイルーム

：会議室 （一体的利用૭�D��Eڮ��

：会議室 �D��E�一体的利用૭）

：会議室 �
：多目的室
：調理実ಆ室
：学童保育所

：支援センター

：カ崽崏
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事ৰのટやメ嵒ット� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � �

ৰ�
○公共施設の再編とまちづくりと
の連携の必要ਙ�

�
○多な世代や、ใோ住民と
移住者等、々な町民の交
の場に対する要望�

○生ၺ学ಆセンターは、রੱඌに岬峵૽ৃ、
୰、೨ੜਤセン崧ー、ૹඌな峓を峠
ৃਚに整しており、ূਧવ北の４方からア
クセスすることが૭能となっている。�

○これまでীങしていた学童保育所と図છைが
じ施設内になったことにより、学童保育所のు童
がഭ峩ୂかせ等の図છை行事にਸしたり、ഭ
峩たいমをす岺にりることができるな峓、মに
しむ機会のੜਸにつながった。�

�
� �

ৰ後�
○のরੱ峑岬峴、ૹඌに峬岹、৵৾ૅ、র৾ૅを峠
ઉのরੱに岮ਜ਼઼ঢ়બ峑岬峵た峫、ుญেെの
ৃਚともなっている�

○町やૹੵ会等の主ಈ行事において、施設ధびに場を
活用しているとともに、をా峴岼峲岰峒峃峵થಂ岶ૐ岮、
イ嵁ントをষ岰な峓、ৗたなに岸峹岮峬েま島峐岮峵�

配઼のઅえ方�

�
出所：上士幌町� 上士幌町生ၺ学ಆセンター੦ম設計（੧）�○なਁુਝのള়৲に峲峴、ుや�

峇の৳૧者からৈೡ者ま峑、なਹ৷者岶峂時ఝ峑ਹ৷することも多い。્に峓もたちの活動は、施設
全体の活ਞをもたらし、大人は峓もたちを自然に見ஹることもできている。�

○ਝのৢଡ଼（プ嵕嵈崲ー崱）に、崮ー崾嵓やᇼをଦすることで、୫事やഭછの、னંやੲਾ収集な峓、
ড়のঽなઐをയしている。�

○崔ラスを多用した建物とすることで、ો峑ষ峹島峐岮峵ણのをৄ岲峵峲岰にし、新しい出会いや会ਵの
きっかけりにもつな岼ている。また、峓もたちが施設内で行われている々な活動にਸする機会もੜえている。�

 
ટ⋈� 「まちなかেၺણඩのまち」のଡ成ਏಞ峒し峐のਜ਼઼づ岻�
○上士幌町は、「生ၺ活ඩのまち」の理を取り入れたෆฐ的な施ੁの進を図ることで、「生ၺ活ඩのまち」成嵊
崯ルをୗする峣く、取ੌを進めている。�

○「まちなか生ၺ活ඩのまち」のଡ成要ಞである、ਰৣの � つの中で、生ၺ学ಆセンターは「گ）生きがい・ఊ学・レク
嵒崐ー崟嵏ンುਡ」としてਜ਼઼づけられており、峇島峈島のು点峙峬ち峷峽、ು点を৴岿峅峐ਹણ৷をਤ峃峵崥
崽トの整に峲峴、ৗし岮コ嵇嵍崳崮崋のୗ岶യਤ岿島峐岮峵。�

�）安心・安全ುਡٛまちなかٔ福祉崦ーンٜ� � � � � � �）多世代交ುਡٛ育て・スポーツ崦ーンٜ�
�）েき岶岮・ఊ৾・嵔崗嵒崐ー崟嵏ンು点ٛઇ（ધ৲・഼）崦ーンٜ� �
�）ૹ・まちなか住ುਡٛૹඌ崐嵒アٜ� � � � � � �）交通ುਡٛ交通ネットワーク崟ステムٜ�

ટ⋇� 崥崽ト�崷ー崱のએに岴岻峵رなড়のઐയਤ 
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課題や改善点・今後の展望� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

担当者から
メッセージ�

多世代や目的が違う方々が一体的に利用しているため、柔軟な管理運営が必要であるとともに、
ノウハウの収集が必要となっていると感じています。�

導入時の課題（懸念事項）�
○統合前の施設から新施設への移
転によるアクセス等の課題�

�
○学童保育所が学校から遠くなる
ことに対する保護者の不安�

課題への対応�
○町から保護者等へ丁寧な説明を実施するとともに、各種
サークルへのサポートや、サークル活動に合わせた町内高
齢者福祉バスの運行等も行っている�

○旧施設で実施していた入学後１か月程度の学童支援
員付き添い等を引き続き行い、保護者の不安へ対応�

今後の展望�

・建物における道産カラマツ集成材の利用、自然光を取り込む建
物形状、ピット・二重床を利用した空調設計等の適切な維持管
理及び運営を充実・強化していく必要があると感じている。�
・住民要望は引き続きあるものの、利用者からは施設と機器の一�
 

工夫した点�

・まちづくりアドバイザーである北海道大学教授が提唱する「まちの整
体」のコンセプト（地方で未利用・低利用なまま抱えられている公共
建築群の再編を軸にしながら、地方都市の広義の適正規模化を図
るもの）に基づき、検討初期から具体的なイメージを形成した。�
・統合前の施設から新施設へ移転した後も不都合のないよう、町
が各種サークルのサポートや、町内高齢者福祉バスを、主に高齢
者サークル（陶芸、手芸等）の開始及び終了時間に合わせて
運行するといった配慮をしている。�
・無料の :L�)L を完備したことで、日中に仕事目的でセンターを利
用する人も見られるようになった。�
・年 � 回の避難訓練も実施しており、利用のきっかけづくりや安心・
安全への貢献にもつながっている。�
�

施設内観（プレイルーム）�

 
出所：上士幌町提供�

施設内観（会議室） 

 

出所：上士幌町ホームページ�

�

�

�

�

�

�

�

�

出所：上士幌町ホームページ�

・平成 �� 年４月には、町の中心部に町内外を結ぶ交通ターミナルも整備され、役場を中心とする半径 ���ｍ圏内
の整備と、中心部と地域公交通の強化によるネットワーク及び機能の連携を核とした、徒歩生活圏（半径
���P）を「一つの家」＝+20(�とするコミュニティ再生がさらに進んでいる。�

部が新しくなり、また集約化されたことで活動しやすくなった等の良い評価を得ている。今後も利用に対する要望を
収集し、センターの運営に生かしていきたい。�
�
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事崯ー崧�
事業ু法� 学校プールと市民プールの集約化�

事業内ઍ�
つの小中学校のプールをો内ആ水プールに集約化�
భ෫એの削減ق����� ���ڀ⋳ �ك⋳
指者と৸૰ଳを行うଓஃ員 �名を民間�

事業費�
施設整備費ੵق事費�ੵ事૰理費ك：� ����� ਐ�
設計費� ����� ਐقい峄れもઘك�

事業費�
調方法�

集約化・複合化事業として公ુ施設等適ਫ管理ਤ事業
ઝを適用قౄ当率 ��٫の地方ઝ、੪利൬金のઐ付ઘ
ೈ઼率 ��٫の適用ك�

事業期間�
整備期間：成 ��年 �月ع成 �� 年２月�
ઈ営期間ق指定管理期間ك：�
成 ��年 �月１日ع令和ڲ年３月 �� 日５ق年間ك�

ਝਏ�
対施設� ಧധ市পય域ો内ആ水プール� いきいきゆめプール�

主な用ಥ�

ો内ആ水プールق��ｍڳ�崛ースقك水深：４崛ース ����Pع
����ｍ、� 崛ース ����ｍك、崠嵋グ崠ー、఼室、トレー崳ング室、
ਵ室、ラ崎ン崠、シ嵋嵗ー室、ಌ室、事ਜ室等、場３
�كপ峟れあい崣ン崧ーુ用場�૭能数�最প��ق

事崡崕ー嵈（క）�
132 法人を指定管理者に指定。法人は指定管理料と自主事業による収入によっ
て施設を持管理、ઈ営。学校の౸業や児童生徒のは、市が実施するが、教
員から要望があった場合には指定管理者が౸業のଓஃを行う。�

 ็౸や崿ー嵓ଵ৶峕かか峵৵র৾ૅઇ৩の担ೄ峒౸のସの峼ৰਠ�
 ৈೡ者ಉ峼রੱ峒したਹ৷者の೨ੜਤ�
 のచ峼ৰਠ�

ટ 

�
年間を通じた利用崌嵉ー崠�
�
�
�
に੶ൗのないとこ峷は、市民プールとしてಹに開ଣ્پ
されている。�

施設ਗ௴�

�
施設内௴�

�

�
事業ス崕ーム�
 

ଗಧധ市� ٛ人ઠق成��年１月 �日ٜك約 ��� ਐ人� ٛ員数ق成��年 �月 �日ٜكಹ行部門� ��� 人�
ٛఏଃૠெق成 �� 年度ٜك���������� �

�

ಧധ市

્定శ営利活法人
かしまスポーツクラブ 利用者（市民）

੦本ੈ定の
ഁ

・指定管理者の指定
・指定管理料の੍௸い

持管理・ઈ営
自主事業の実施

施設・崝ー崻
スの

利用料
ك自主事業ق

利用者（児童、生徒）

事の્ඉ�
○વਨにশいಧധ市では、すでにો内ആ水プールのあった市のવડ
に対し、ਨડには整備であった。市民からのਘい要望に応える
形で、整備をਤ。�

○ใோの市民プールにお岻る小中学校の౸業利用の実ౚを౷ま
え、崷ー崱、崥崽トのએから集約・ુ用化を体化。�

○学校プールとして利用する期間と時間を予め明ંすることで、পき
なೊもなく、市民利用との使い分岻を実ਠ。�

○高齢化が෩しい市において、活な利用により೨増ਤの効
果も出始めている。�

�
�
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No.2  鹿嶋市大野区域屋内温水プール
いきいきゆめプール （茨城県鹿嶋市）
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鹿嶋市



 
 

�

�
�
�

事崯ー崧�
事業ু法� 学校プールと市民プールの集約化�

事業内ઍ�
つの小中学校のプールをો内ആ水プールに集約化�
భ෫એの削減ق����� ���ڀ⋳ �ك⋳
指者と৸૰ଳを行うଓஃ員 �名を民間�

事業費�
施設整備費ੵق事費�ੵ事૰理費ك：� ����� ਐ�
設計費� ����� ਐقい峄れもઘك�

事業費�
調方法�

集約化・複合化事業として公ુ施設等適ਫ管理ਤ事業
ઝを適用قౄ当率 ��٫の地方ઝ、੪利൬金のઐ付ઘ
ೈ઼率 ��٫の適用ك�

事業期間�
整備期間：成 ��年 �月ع成 �� 年２月�
ઈ営期間ق指定管理期間ك：�
成 ��年 �月１日ع令和ڲ年３月 �� 日５ق年間ك�

ਝਏ�
対施設� ಧധ市পય域ો内ആ水プール� いきいきゆめプール�

主な用ಥ�

ો内ആ水プールق��ｍڳ�崛ースقك水深：４崛ース ����Pع
����ｍ、� 崛ース ����ｍك、崠嵋グ崠ー、఼室、トレー崳ング室、
ਵ室、ラ崎ン崠、シ嵋嵗ー室、ಌ室、事ਜ室等、場３
�كপ峟れあい崣ン崧ーુ用場�૭能数�最প��ق

事崡崕ー嵈（క）�
132 法人を指定管理者に指定。法人は指定管理料と自主事業による収入によっ
て施設を持管理、ઈ営。学校の౸業や児童生徒のは、市が実施するが、教
員から要望があった場合には指定管理者が౸業のଓஃを行う。�

 ็౸や崿ー嵓ଵ৶峕かか峵৵র৾ૅઇ৩の担ೄ峒౸のସの峼ৰਠ�
 ৈೡ者ಉ峼রੱ峒したਹ৷者の೨ੜਤ�
 のచ峼ৰਠ�

ટ 

�
年間を通じた利用崌嵉ー崠�
�
�
�
に੶ൗのないとこ峷は、市民プールとしてಹに開ଣ્پ
されている。�

施設ਗ௴�

�
施設内௴�

�

�
事業ス崕ーム�
 

ଗಧധ市� ٛ人ઠق成��年１月 �日ٜك約 ��� ਐ人� ٛ員数ق成��年 �月 �日ٜكಹ行部門� ��� 人�
ٛఏଃૠெق成 �� 年度ٜك���������� �

�

ಧധ市

્定శ営利活法人
かしまスポーツクラブ 利用者（市民）

੦本ੈ定の
ഁ

・指定管理者の指定
・指定管理料の੍௸い

持管理・ઈ営
自主事業の実施

施設・崝ー崻
スの

利用料
ك自主事業ق

利用者（児童、生徒）

事の્ඉ�
○વਨにশいಧധ市では、すでにો内ആ水プールのあった市のવડ
に対し、ਨડには整備であった。市民からのਘい要望に応える
形で、整備をਤ。�

○ใோの市民プールにお岻る小中学校の౸業利用の実ౚを౷ま
え、崷ー崱、崥崽トのએから集約・ુ用化を体化。�

○学校プールとして利用する期間と時間を予め明ંすることで、পき
なೊもなく、市民利用との使い分岻を実ਠ。�

○高齢化が෩しい市において、活な利用により೨増ਤの効
果も出始めている。�

�
�

 

 
 

事ੌのూବ・৽༬� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�

�

�

�

�

�

�

�

�

৽༬�
整備�
スケ崠嵍ール�

成 �� 年度�
成 �� 年度�
�

ਫ਼ୈ員会を開催�
学校施設୭改善ઐ付
金、૦ണ計画ணட�

成 �� 年度�
成 �� 年度２月�
成 �� 年度４月�

੦本・実施設計業ਜ� ੵ事ାু�
成�
用開始�

事の్岮�
○市民プールの有૮にൣう地域間ત୷のชਫ�
○ৈೡ者の೨ੜਤ�
○ഠᄺ化した৾ૅ崿ー嵓のಌৗ�
○ଵ৶の૨৲�
�
�

ਤ৬�
ಧധ市教育員会の教育施設ୖが施設整備を担当し、スポーツਤୖが施設整備の管理等を担当している。�

嵊崳崧嵒嵛崘ু১・৬�
○施設所管ୖによる事業者嵊崳崧リング�
・月ઃ報ઔقโ月の��日以内に報ઔك�
利用実ౚق開館日数利用者数事業内ઍ利用者負担પك�
管理報ઔ等�

・年間事業報ઔق会計年度ીവ��日以内に報ઔك�
利用実ౚق開館日数利用者数事業内ઍ利用者負担પك�
管理業ਜの実施状況、収੍ৠછ等、自ഞ௬�

ಧധ市は೮ಧਣと೮প੨の合ಡによりไ生した市である。વਨにশいことが્ඉであり、市のવડには市営のો
内ആ水プールがあるが、ਨડにあたる೮প੨のય域には整備されていなかった。また、地યの小中学校のプールが
ഠᄺ化して年多પの修繕費が生していたが、学校のプールをಌৗするためにはกপな崛ストが要峊った。�
さらに、市は高齢化率が ��٫をதえているが、ใோの市営プールは્に高齢者の人気が高く、০さらに高齢者が増
える中で、高齢者の೨増ਤがୖとなっていた。�

岷峍か岻（ూବ）�
○１１੨の合ಡ市であるが、市民プールのな
いય域があり、その整備は市শ公約であった�

○地યの小中学校プールがశଞにഠᄺ化し
ており、年多પの修繕費が生していた�

ঢ়બ者峒の৹ତ�
ใோの崿ー嵓やড়崿ー嵓峼ણ৷した৵র৾ૅの็事のৰ峙峃峑峕৺ �� ফから৫されており、
ড়崿ー嵓のତ峼ઁਾ峑ੴら峅峵峕峬岝৾ૅ崿ー嵓峒し峐ઞ岰岽峒峼岬峹峅峐ఢੴするなどの対応を取ったことで、
્に反対のଢなどはなかった。�
ોਗプールは最もৗしいものでもすでに整備から �� 年が৽ૌしており、ಌৗに対する要望もপきかった。�

教育員会で整備を実施。高齢者の利用による効果等は福祉部門が確認�

ਫ਼ୈ員会への加によりใோ市民プールの実ౚを౷まえた意見等を反映�ใோ崿ー嵓ଵ৶者�

ૂ�

市民アンケートにより施設への要望を確認。市広報や見学会により周知�ড়�

教員の負担ೄ減につながる体整備。送迎は市が責任をもって実施�৾ૅঢ়બ者�

౸業の様子�

�
出所：ಧധ市�
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事ৰのટやメ嵒ッ崰� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

ৰ�
○ഠᄺ化した学校プールの多પな�
修繕費用、持管理費用の生�

○水泳の౸業実施にかかる教員の負担�
○ોਗプールはଠ等にంకされて計画通り
に౸業実施ができないことがあり、他学校行
事との調整にをきたすこともあった�

○児童生徒の日൏岻等のੱଦ�

ટ⋈� ઇ৩の担のপ்峔ೄ峒৸ਙの�
○以は、ସのଵ৶峕峎岮峐峬৾ૅのઇ৩岶対応し峐岮た岶岝ોആ崿ー嵓峼ਹ৷峃峵岽峒峑岝峇岰した
ਜ岶ਂਏになった。�

○水泳の౸業を実施する教師の峩で児童・生徒を見ஹっていたが、౸র峬ଵ৶者岶岮峵た峫岝ളਯの৯峑
ుญの৸峼ৄஹ峵岽峒岶峑岷峵。また施設には૰ଳ崓嵉ラもあるため、さらに৸ਙの向上が図られている。�

○指定管理者の業ਜは施設の管理ઈ営であり、学校の౸業は教師が担当しているが、教師によっては水泳指が
ౙুな人もいる。そこで、事に৴൪を受岻た場合、指定管理者がଓஃを行うことが૭能となっており、౸業のସの
向上にఞଖしている。�

ৰ後�
○学校プールをఀૃした�校の年間のଵ
৶ાফપ৺�����ਐのచ�

○複数人での૰ଳ体のため৸ਙの�
○ઇ৩の担のপ்峔ೄ�
○利用期間�時間の明確化によるෟな౸
業実施が実ਠ�

○児童生徒の日൏岻等のੱଦがなくなった�

ટ⋇� ଵ৶ા৷のచ�
○崛ストએでは、ો内ആ水プールを整備した場合と、ใோのોਗプール
において最低の改修をした場合とでは、者のほうがラ崌崽崝崌クル崛
ストق設備ಌৗもஅむكにお岻る市負担પは低減される。そこで、৮
ভ峑峙岝્峕ਰৣの点峼ହした。�
・৸ਙのや৾ૅઇ৩の担ೄ�
・ড়崿ー嵓峒し峐ઞ岰岽峒峑岝ৈೡ者の೨ੜਤ峕峎峔岶峵こと。峇
のટ岝ஂ૧ஔહાのచ峕峎峔岶峵こと。�

○プールの整備により、５校から１か所に集約したため、水は減
�����：５校合計ق ⒛�プール期間中ڀ��� ⒛�月ك。ૌ୭
して水を使用しているため、年に２回、水の入れ౹えを実施している。�

峇ののટ�
○施設整備は、公ુ施設の集約化・複合化事業として別施設計画の中にਜ਼઼峏岻、岣公ુ施設等適ਫ管理
ਤ事業ઝ岤を活用している。ใோ施設の取りശし費用までがକઝ対になるのは他の調方法よりも有利であり、
ใோプールを２年以内に解体することが੯であるため、成 年度に２校、令和２年度に３校のك令和੪ق��
プールを取りശす予定である。�

○市のಹ会計当初予により場ഢ地をභ入。ๆமするপ峟れあい崣ン崧ー੍ق所、公民館、図છ館の複
合施設كにお岻る崌嵁ント実施時の場ਂଌへの対応も૭能となった。�

○崠嵋グ崠ーやਵ室で子どもと高齢者のઐが生まれるなど、地域のઐの場ともなっている。�
�
�

施設内௴�崠嵋グ崠ー��
 

 

 

 

 

 

�
�
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事ৰのટやメ嵒ッ崰� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

ৰ�
○ഠᄺ化した学校プールの多પな�
修繕費用、持管理費用の生�

○水泳の౸業実施にかかる教員の負担�
○ોਗプールはଠ等にంకされて計画通り
に౸業実施ができないことがあり、他学校行
事との調整にをきたすこともあった�

○児童生徒の日൏岻等のੱଦ�

ટ⋈� ઇ৩の担のপ்峔ೄ峒৸ਙの�
○以は、ସのଵ৶峕峎岮峐峬৾ૅのઇ৩岶対応し峐岮た岶岝ોആ崿ー嵓峼ਹ৷峃峵岽峒峑岝峇岰した
ਜ岶ਂਏになった。�

○水泳の౸業を実施する教師の峩で児童・生徒を見ஹっていたが、౸র峬ଵ৶者岶岮峵た峫岝ളਯの৯峑
ుญの৸峼ৄஹ峵岽峒岶峑岷峵。また施設には૰ଳ崓嵉ラもあるため、さらに৸ਙの向上が図られている。�

○指定管理者の業ਜは施設の管理ઈ営であり、学校の౸業は教師が担当しているが、教師によっては水泳指が
ౙুな人もいる。そこで、事に৴൪を受岻た場合、指定管理者がଓஃを行うことが૭能となっており、౸業のସの
向上にఞଖしている。�

ৰ後�
○学校プールをఀૃした�校の年間のଵ
৶ાফપ৺�����ਐのచ�

○複数人での૰ଳ体のため৸ਙの�
○ઇ৩の担のপ்峔ೄ�
○利用期間�時間の明確化によるෟな౸
業実施が実ਠ�

○児童生徒の日൏岻等のੱଦがなくなった�

ટ⋇� ଵ৶ા৷のచ�
○崛ストએでは、ો内ആ水プールを整備した場合と、ใோのોਗプール
において最低の改修をした場合とでは、者のほうがラ崌崽崝崌クル崛
ストق設備ಌৗもஅむكにお岻る市負担પは低減される。そこで、৮
ভ峑峙岝્峕ਰৣの点峼ହした。�
・৸ਙのや৾ૅઇ৩の担ೄ�
・ড়崿ー嵓峒し峐ઞ岰岽峒峑岝ৈೡ者の೨ੜਤ峕峎峔岶峵こと。峇
のટ岝ஂ૧ஔહાのచ峕峎峔岶峵こと。�

○プールの整備により、５校から１か所に集約したため、水は減
�����：５校合計ق ⒛�プール期間中ڀ��� ⒛�月ك。ૌ୭
して水を使用しているため、年に２回、水の入れ౹えを実施している。�

峇ののટ�
○施設整備は、公ુ施設の集約化・複合化事業として別施設計画の中にਜ਼઼峏岻、岣公ુ施設等適ਫ管理
ਤ事業ઝ岤を活用している。ใோ施設の取りശし費用までがକઝ対になるのは他の調方法よりも有利であり、
ใோプールを２年以内に解体することが੯であるため、成 年度に２校、令和２年度に３校のك令和੪ق��
プールを取りശす予定である。�

○市のಹ会計当初予により場ഢ地をභ入。ๆமするপ峟れあい崣ン崧ー੍ق所、公民館、図છ館の複
合施設كにお岻る崌嵁ント実施時の場ਂଌへの対応も૭能となった。�

○崠嵋グ崠ーやਵ室で子どもと高齢者のઐが生まれるなど、地域のઐの場ともなっている。�
�
�

施設内௴�崠嵋グ崠ー��
 

 

 

 

 

 

�
�

課題や改善点・今後の展望� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�

� 校のプールが１か所に集約したことで、年度当初に集中する修繕依頼への対応に悩むことがな
くなりました。また、会合やレクリエーションにも使える施設があることで、様々な年齢層の方が多目
的に利用できます。例えばプール利用の目的で来場した人も、別の施設があることを見て、他の
目的でも活用しようと思うようです。このように、機能の複合化によって、相乗効果により稼働率が
上がり、地域の拠点化という点においても意味が高まると感じています。�
�

導入時の課題（懸念事項）�

○学校関係者や児童・生徒及び

その保護者との合意形成�

○市民意向の適切な反映�

○プール水深の設定�
�

課題への対応�
○学校、保護者、市民への説明等で以下を実施�
・市が責任を持って送迎することを説明�
・設計段階で市民アンケートにより要望を聞き取り、計画に反映�
・広報で市民プール、学校プールを整備することを周知�
・市民見学会を開催�
○水深については体育主任の教師等に聞き取りを行い、低
学年児童の利用等も想定されることから、当初の設計案
であった ���ｍから ����ｍまで下げた�

今後の展望
・市の福祉部門においてもスポーツ施設の高齢者をはじめとした住民福祉への効果を期待しており、介護給付費の
削減に係る追跡調査を行う予定である。利用者へのヒアリングやアンケート調査により、教室受講者のプールの利
用状況や病院への通院回数の増減等を確認することを想定している。プールオープン当時は杖をついて通っていた
複数の高齢者が、最近では杖を使っていない様子なども確認されており、効果は上がっているものと期待される。 

工夫した点
・５校から１か所に集約したため、施設に近い中
学校を除いた４小学校については、市のバスと民
間のバスにより生徒を送迎することとしたことで、保
護者の理解も得られた。最も遠い小学校でも片
道 ��分程度である。�
・指定管理者である132法人かしまスポーツクラブ
は、小学生から高齢者まで�����名程度の会員
を有し、市内の公民館や、市営体育館などで
様々なプログラムを展開している。本施設でも、自
主事業を実施しており、水泳教室などは募集開
始から２、３日で定員が埋まるほど人気がある。�

 

いきいきゆめプール予定表� 令和２年 �月�
�
�

 

 

 

 

 

 

�
�

�
出所：ＮＰＯ法人� かしまスポーツクラブ�

担当者から
メッセージ�

利用料金は指定管理者の収入となり、その収入増加は市が負担する指定管理料の低減につながるため、施設
の活用と施設収益の改善が図られている。�
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事崯ー崧�

事業ু১�
老朽化した公ુ施設を集約化し、新たに市民交流センターとし
て整備�

事業内ઍ�
市が玉島市民交流センター、阿賀崎公園等を整備�
管理運営は指定管理者を指定�

事業ા� 施設整備ા：約 �� （ઘ込）�

事業ા�
৹方১�

ま峋峏くり交હস�市再ে્શೈ઼১��
市の実ସ૿は �分のڭங度�

事業期間�

整備期間：ਛ ��年 �া �日عਛ ��年 �া �� 日�
運営期間（指定管理期間）：�
ਛ ��年 �� াعഥਮڰ年ڮাଜ（�� 年３かা）�
ਸ਼ � 期はਛ �� 年 �� াعਛ �� 年ڮাଜ�
峇の後ਸ਼ڮ期、ਸ਼３期が峇れ峈れ３年間ずつの定�

施設ਏ�

対施設�
玉島市民交流センター（交流༠、体育༠、હఝ設備）、�
阿賀崎公園、玉島武道館�

主な用途�
交流༠ ����� ⋻、体育༠ ����� ⋻�
場 ��� 、自ૡ場� �� �

事崡崕ー嵈（క）�

民間事業者のુ同事業体を指定管理者として指定�

事業者は指定管理料と利用料সをઽ入として業ਜを実施�

 ரౠの৫ಈಉ峕峲峴な਼৻がૐ峨峴岝রੱඌの峕岸峹い峼ল�
 ফਟை者ਯ峙೮施設のگ峕ৼ当峃峵 ���� ਐয峼ਛ（ਛ��ফ২）�
 展ં施設や嵃ー嵓峼ତした岽峒峑岝ୠのഄఴやધ৲峕ඡれられ峵機会峼�

ટ 

ਛ୳図�
 

 

 

 

 

 

出所：ಠ敷市ホー嵈嵂ー崠�

施設ਗ観�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�
事業崡崕ー嵈�
�

ળಠ敷市� ٛযઠ（ਛ��年ڭা �日）ٜ約 ���� ਐয� � ٛ৩ਯ（ਛ�� 年 �া �日）ٜ一ಹ行����� য�
ٛ標ଃ規模（ਛ �� 年度）ٜ����������� �

�

ಧധ市

્定శ営利ણ১য
かしま崡嵅ー崬崗嵑崾 利用者（市民）

੦本ੈ定の
ഁ

・指定管理者の指定
・指定管理料の੍௸い

管理・運営
自主事業の実施

施設・崝ー崻
崡の

利用料
（自主事業）

利用者（児童、生徒）

事のਏ�
○ଽくはਨ௩のఞ地として౭えたಠ敷市玉島地区である
が、ೣਮ �� 年代に整備岿れた公ુ施設等は老朽化し、また
崸リア崽リー等のୖ題もあった。�

○市は市再ে્શೈ઼১に੦峏くま峋峏くり交હস事業をણ
用し、玉島地域ならではのྟৡとણৡをୗし、中心市ඌ地
のに岸わいを再েするುਡ施設として、玉島市民交流センター
を整備。多様な਼代が௰れる、地域になくてはならない施設と
なっている。�
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事崯ー崧�

事業ু১�
老朽化した公ુ施設を集約化し、新たに市民交流センターとし
て整備�

事業内ઍ�
市が玉島市民交流センター、阿賀崎公園等を整備�
管理運営は指定管理者を指定�

事業ા� 施設整備ા：約 �� （ઘ込）�

事業ા�
৹方১�

ま峋峏くり交હস�市再ে્શೈ઼১��
市の実ସ૿は �分のڭங度�

事業期間�

整備期間：ਛ ��年 �া �日عਛ ��年 �া �� 日�
運営期間（指定管理期間）：�
ਛ ��年 �� াعഥਮڰ年ڮাଜ（�� 年３かা）�
ਸ਼ � 期はਛ �� 年 �� াعਛ �� 年ڮাଜ�
峇の後ਸ਼ڮ期、ਸ਼３期が峇れ峈れ３年間ずつの定�

施設ਏ�

対施設�
玉島市民交流センター（交流༠、体育༠、હఝ設備）、�
阿賀崎公園、玉島武道館�

主な用途�
交流༠ ����� ⋻、体育༠ ����� ⋻�
場 ��� 、自ૡ場� �� �

事崡崕ー嵈（క）�

民間事業者のુ同事業体を指定管理者として指定�

事業者は指定管理料と利用料সをઽ入として業ਜを実施�

�

 ரౠの৫ಈಉ峕峲峴な਼৻がૐ峨峴岝রੱඌの峕岸峹い峼ল�
 ফਟை者ਯ峙೮施設のگ峕ৼ当峃峵 ���� ਐয峼ਛ（ਛ��ফ২）�
 展ં施設や嵃ー嵓峼ତした岽峒峑岝ୠのഄఴやધ৲峕ඡれられ峵機会峼�

ટ 

ਛ୳図�
 

 

 

 

 

 

出所：ಠ敷市ホー嵈嵂ー崠�

施設ਗ観�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�
事業崡崕ー嵈�
�

ળಠ敷市� ٛযઠ（ਛ��年ڭা �日）ٜ約 ���� ਐয� � ٛ৩ਯ（ਛ�� 年 �া �日）ٜ一ಹ行����� য�
ٛ標ଃ規模（ਛ �� 年度）ٜ����������� �

�

ಧധ市

્定శ営利ણ১য
かしま崡嵅ー崬崗嵑崾 利用者（市民）

੦本ੈ定の
ഁ

・指定管理者の指定
・指定管理料の੍௸い

管理・運営
自主事業の実施

施設・崝ー崻
崡の

利用料
（自主事業）

利用者（児童、生徒）

事のਏ�
○ଽくはਨ௩のఞ地として౭えたಠ敷市玉島地区である
が、ೣਮ �� 年代に整備岿れた公ુ施設等は老朽化し、また
崸リア崽リー等のୖ題もあった。�

○市は市再ে્શೈ઼১に੦峏くま峋峏くり交હস事業をણ
用し、玉島地域ならではのྟৡとણৡをୗし、中心市ඌ地
のに岸わいを再েするುਡ施設として、玉島市民交流センター
を整備。多様な਼代が௰れる、地域になくてはならない施設と
なっている。�

�

 
 

事ੌのూବ・৽༬� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�

�

�

�

�

�

�

�

৽༬�
整備等�
崡崙崠嵍ール�

ਛ �� 年度�
ਛ �� 年度�
ਛ �� 年度�
ਛ �� 年度�

市民向け嵗ー崗崟嵏崫崿開催�
੦本ଡ୳のੁ定�
ੵ事ାੵ�
指定管理者の募集・指定�

ਛ �� 年度�
ਛ �� 年度�
ਛ �� 年度�

開館�
指定管理者の更新�
指定管理者の更新�

事の్い�
○玉島地域のણਙ化�
○峨峋なかの岣峕岸峹い岤ল�
○な施設のૐ৺৲峕峲峵ು点峏岹峴�
○施設のଵ৶・ઈの૨৲・ુ有৲�

ਤ৬�
峨峋峏岹峴ਤ課がૂ૯峕੫৹ତ峼担当し、ま峋峏くりਤୖ内に設઼岿れた玉島市民交流センター૦設事
ਜ所が施設整備を૿当した。�

嵊崳崧嵒嵛崘ু১・৬�
○施設所管ୖによる事業者嵊ニタリン崘�
・指定管理者が出した事業ਾઔછ（াઃ・期・৸期）�
�を確認�
・利用者アン崙ート（年ڭ）を実施�
○嵊ニタリン崘ટの公（年度）�
・合௬ટ（市の௬、指定管理者の自ഞ௬、�
アン崙ートટの要）�
・施設の利用૾ய（利用実ౚ、事業の内ઍ）�
・指定管理者のઽ入と੍出� 等�

岷峍か岻（ూବ）�
○ਠの敷地に、ೣਮ ��年代に整備岿れた公
民館、公民館શ館、ௌ௮ভ館、武道館等が
老朽化し、ິ൜化、崸リア崽リー化などのୖ題
があった�

ঢ়બ者峒の৹ତ�
੦本ੑのੁ定までに嵗ー崗崟嵏ッ崿やਹ৷者崊嵛崙ー崰峼ৰ施。ま峋峏くりਤୖがਗに業ਜ等を行いながら
実施し、取りまとめを行った。本施設は、集約対施設がളਯ౧にまたがっていることから、ૂ内での৹整はま峋峏くり
ਤୖが中心となって実施した。�

ૂ内のളਯ౧にまたがる施設のള合化であるため、ま峋峏くりਤୖが取りまとめ�

ఢఈにある既存施設の利用者に対し利用૾ய৹ਪを実施し、ਔ見を集約�ใோ施設ਹ৷者�

ૂ�

੦本ੑのੁ定までにڳの嵗ー崗崟嵏崫崿を開催し、ਔ見等をല取�ড়�

指定管理者の公募に際し、機能をણ用した事業にબる੧をめる�ଵ৶者�

施設内観（ੲਾ・交流崛ー崲ー）�

�
�
�
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事ৰ施のટやメ嵒ッ崰� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

ৰ施�
○ভ৮室やਮ室など同等の機能が敷地内に
ਡする施設にଦ઼岿れていた�

○ೣਮ �� 年代に整備岿れた施設の老朽化、
ິ൜化、崸リア崽リー化への対応が必要とな
っていた�

○市の直営であったため、追加投資や、ೄ
な修繕に対してもきめやかな対応が難
峊った�

ટ⋇� ૐ৺৲ಉ岝ড়崶崎崷崎のણ৷峕峲峵な機会の�
○指定管理者は、ホールやভ৮室等の多様な施設をણ用し、ர講
座やイベント等を੫立੧し、開催することで、༎௮૨の向上と利用
のきっかけ峏くりを行っている。�

○指定管理者として管理運営を૿う中で、峇のニーズを見ながら講座や
崟ーズンイベントをဉرにఁপ。ਠでは自主事業として、年間થ料
講座を ��� 講座（ஐಒڰ期、ಒはこども向けのੵや自研
究にঢ়する講座のযਞがৈい）ங度実施している。�

○岴ภの文化が継അ岿れるなど、ഄఴ・文化に対するঢ়心がৈい地域で
ある。本施設にあるภ室やਲஞ資料室などの多様な施設もણ用し、
様رな機ভをすることで、峇うしたঢ়心に応える取組につながって
いる。�

○多様な施設をૐ৺৲した岽峒峑岝嵕崻ーಉのુ৷崡嵂ー崡峼ઁ岹ન৳
峑岷峵峒峒峬峕岝施設峑峙峑岷なか峍たপૠெな崌嵁嵛崰৫ಈが
૭能となった。�

○رな崌嵁嵛崰やౠがୠ峕ଌ峼ઈ峠岷峍か岻峒な峴岝ણ৷യਤ
峕峬有峕機能している。�

�

ৰ施後�
○崸リア崽リー等のୖ題に対応。ৗしい施設峕
な峴岝峨た৫ைਯ岝時峒峬峕ఁপした岽
峒峑岝ਹਙ峬�

○資料室や展示室も備えたことで、なਹ
৷者がਟ௰峃峵峲岰峕な峴岝そのৼଭટ
峑施設の༎௮૨がが峍てい峵�

○追加投資について峼ଵ৶者が
ન৳し岝ਹ৷者崳ー崢峕応峂てৱ�

�

ટ⋈� ੱのଐい૬峏岹峴の工夫�
○施設の経年༄化による施設修繕等は �੯ ��ਐまでは指定管理者の業ਜとして岴り、ฑໞな対応がとられている。�
○指定管理者৭定時に、事業者の੧により、一定の投資的経ાが確৳岿れて岴り、えば体ඝ・崨ン崡のニーズがৈまって
いることを踏まえてྰをੜ設するなど、利用者ニーズに応じた対応をဌசにできることで、施設の༎௮૨に൴している。�

○施設の開館時間はڵ時から �� 時と長いが、指定管理者はセンター長をஅめて �� য体制、業ਜについてはがいの
ある方の੮体にもをすることで、きめかい対応がとられて岴り、利用者アン崙ートでも「施設内がၷに৳たれていたか」
という設問に対してଌあるいは峥峦ଌと௦えている割合が ����٫とశଞに௬がৈい。心地のଐい場所とすること
は、リ崼ーターの確৳にもつながっている。�

施設内観（ホール）�
�
�
�
�
�
�

 

 

 

 

 

�

施設内観（ভ৮室）�
�
�
�
�
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事ৰ施のટやメ嵒ッ崰� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

ৰ施�
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っていた�
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な修繕に対してもきめやかな対応が難
峊った�

ટ⋇� ૐ৺৲ಉ岝ড়崶崎崷崎のણ৷峕峲峵な機会の�
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講座を ��� 講座（ஐಒڰ期、ಒはこども向けのੵや自研
究にঢ়する講座のযਞがৈい）ங度実施している。�

○岴ภの文化が継അ岿れるなど、ഄఴ・文化に対するঢ়心がৈい地域で
ある。本施設にあるภ室やਲஞ資料室などの多様な施設もણ用し、
様رな機ভをすることで、峇うしたঢ়心に応える取組につながって
いる。�

○多様な施設をૐ৺৲した岽峒峑岝嵕崻ーಉのુ৷崡嵂ー崡峼ઁ岹ન৳
峑岷峵峒峒峬峕岝施設峑峙峑岷なか峍たপૠெな崌嵁嵛崰৫ಈが
૭能となった。�

○رな崌嵁嵛崰やౠがୠ峕ଌ峼ઈ峠岷峍か岻峒な峴岝ણ৷യਤ
峕峬有峕機能している。�
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ৰ施後�
○崸リア崽リー等のୖ題に対応。ৗしい施設峕
な峴岝峨た৫ைਯ岝時峒峬峕ఁপした岽
峒峑岝ਹਙ峬�

○資料室や展示室も備えたことで、なਹ
৷者がਟ௰峃峵峲岰峕な峴岝そのৼଭટ
峑施設の༎௮૨がが峍てい峵�

○追加投資について峼ଵ৶者が
ન৳し岝ਹ৷者崳ー崢峕応峂てৱ�

�

ટ⋈� ੱのଐい૬峏岹峴の工夫�
○施設の経年༄化による施設修繕等は �੯ ��ਐまでは指定管理者の業ਜとして岴り、ฑໞな対応がとられている。�
○指定管理者৭定時に、事業者の੧により、一定の投資的経ાが確৳岿れて岴り、えば体ඝ・崨ン崡のニーズがৈまって
いることを踏まえてྰをੜ設するなど、利用者ニーズに応じた対応をဌசにできることで、施設の༎௮૨に൴している。�

○施設の開館時間はڵ時から �� 時と長いが、指定管理者はセンター長をஅめて �� য体制、業ਜについてはがいの
ある方の੮体にもをすることで、きめかい対応がとられて岴り、利用者アン崙ートでも「施設内がၷに৳たれていたか」
という設問に対してଌあるいは峥峦ଌと௦えている割合が ����٫とశଞに௬がৈい。心地のଐい場所とすること
は、リ崼ーターの確৳にもつながっている。�

施設内観（ホール）�
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施設内観（ভ৮室）�
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�

課題や改善点・今後の展望� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

既存施設の再編のみならず、地域の中枢的施設をつくるという目標に向けて、単に更新するので
はなく新しい施設にどういう機能をもたせるのかまで踏み込んで検討をすることが重要です。新施
設を中心に地域がどうなっていくべきか、今後あるべき地域の姿はどうかということかまでを見据えて
検討したことで、本施設は地域に欠かすことのできない施設となっています。�

今後の展望
・施設開館から８年にわたり、多様な講座や文化イベント等の取
組を続けてきたことで、他市町へも認知が広がり、遠方からも本施
設に来場するようになった。市、指定管理者ともに今後も取組を
継続していくことが重要と考えている。�
・今後老朽化に直面した際の修繕の問題にどう対応していくか、時
代のニーズに沿って検討しなければならないと考えている。�
�
 

工夫した点
・玉島市民交流センター、阿賀崎公園、玉島武道館の敷地を併
せた区域を玉島市民交流センターエリアとし、同じ指定管理者に
管理・運営を行わせることで利用者にとってわかりやすく利用しやす
い施設とした。�
・会議室や和室などそれぞれの施設が有していた機能の統合を
図るとともに、ホールや武道館は必要な規模の施設の整備を実
施。また、資料室や展示室等、新たな機能も追加することができた。�
・指定管理者制度の導入に当たり、自主事業の開催など、指定
管理者に期待する役割を明確にした上で募集を行った。�

施設内観（体育館）�
 

 

 

 

 

 

�
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�
�
�
�
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�

�

�

�

�

�

�

出所：日本経済研究所�

担当者から
メッセージ�

施設内観（武道館）�
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�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

出所：日本経済研究所�

導入時の課題（懸念事項）�

○指定管理期間が短いと�

長期的な視野に立った事業の

実施や投資等が難しい�

課題への対応�
○�� 年間の指定管理期間を約３年ごとに期間を分ける「更新制」と
することで、指定管理者が �� 年間を見据えて、主体的に事業に取
り組める環境を整備することができ、一方で、途中で管理運営方針
が変わった場合などには、更新時に一定の判断を可能としている�
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事業ু১� 県市図書館を中心にഠᄺ化したਁ共施設を合ണにより整�

事業内ઍ�
「オーテピア高知図書館（県市図書館）」、「オーテピア高知�
声と点字の図書館」、「高知峩らいఐ৾館」のگ施設からなる�
複合施設「オーテピア」の整ઈ�

事業ા� 施設整ા：������ 円（ઘ）�

事業ા�
調方১�

会資ম整合ઐહস（ථらし・に岸わいગে事業）や
方ઝ（合ಡ特例ઝ）を充当�
県市の実ସ૿પはڰ割程度�

事業間� 整間：ਛ ��年 �� 月fਛ ��年 �� 月�

�

対施設�
オーテピア� ഢએ ����� ⋻�
భ෫એ ������ ⋻�機༊ૄৣ場をஅむ�� � �

な用途�

オーテピア高知図書館：������ ⋻�
オーテピア高知声と点字の図書館：��� ⋻�
高知峩らいఐ৾館：����� ⋻�
場・場：����� ⋻、ਁಃト崌レ：�� ⋻�

�
オーテピア高知図書館において県市は共ৢ業務に係る連携ੈ৺に基づき利
用者サービスを実施。一元的に実施することで業務の૨化・合理化が図
れる業務は県から市に委託岿れている�

 

 

 

 

施設ਗ観�

�
出所：高知県・高知市「オーテピア� 建設の記録」�
（第２版� 令和１��）�

館内ଡਛ�

�
出所：オーテピアਁૄ +3「館内嵆崫プ」よりਛ�

体制図（業務શ組織）�
�
�
�
�
�

�
事業ス崕ー嵈�

�
�

高知県�高知市� ٛযઠ（ਛ��年１月 �日）ٜ� ৺ ���� ਐয（県）�৺ �� ਐয（市）�
ٛ職員数（ਛ ��年 �月 �日）ٜ一ಹ行政門� ����� য（県）������ য（市）�
ٛఏ財政ૠெ（ਛ �� 年度）ٜ����������� 円（県）����������� 円（市）�

○ೣ和 �� 年৻に整岿れた高知県立図書館と高知市立市民図
書館は施設の℄化・ഠᄺ化が進んでいた。また、高度情報化
会の進னなど会୭がপきく化する中で、められる役割
も多化、専門化し、ৗしいサービスがめられていた。�

○こういった課題に対応すべく、県市の図書館を合ണし、それぞれの
役割と機能を果たしながら、ษઠサービスや施設管理等の共ৢす
る業務を一体的に行うことで、প்な崛ストが図られると同時
に、それぞれの機能をこれまでਰ上にมしながら、県民・市民の
利性を高め、充実したサービスの提供を実現している。�

�
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事業ু১� 県市図書館を中心にഠᄺ化したਁ共施設を合ണにより整�

事業内ઍ�
「オーテピア高知図書館（県市図書館）」、「オーテピア高知�
声と点字の図書館」、「高知峩らいఐ৾館」のگ施設からなる�
複合施設「オーテピア」の整ઈ�

事業ા� 施設整ા：������ 円（ઘ）�

事業ા�
調方১�

会資ম整合ઐહস（ථらし・に岸わいગে事業）や
方ઝ（合ಡ特例ઝ）を充当�
県市の実ସ૿પはڰ割程度�

事業間� 整間：ਛ ��年 �� 月fਛ ��年 �� 月�

�

対施設�
オーテピア� ഢએ ����� ⋻�
భ෫એ ������ ⋻�機༊ૄৣ場をஅむ�� � �

な用途�

オーテピア高知図書館：������ ⋻�
オーテピア高知声と点字の図書館：��� ⋻�
高知峩らいఐ৾館：����� ⋻�
場・場：����� ⋻、ਁಃト崌レ：�� ⋻�

�
オーテピア高知図書館において県市は共ৢ業務に係る連携ੈ৺に基づき利
用者サービスを実施。一元的に実施することで業務の૨化・合理化が図
れる業務は県から市に委託岿れている�

 

 

 

 

施設ਗ観�

�
出所：高知県・高知市「オーテピア� 建設の記録」�
（第２版� 令和１��）�

館内ଡਛ�

�
出所：オーテピアਁૄ +3「館内嵆崫プ」よりਛ�

体制図（業務શ組織）�
�
�
�
�
�

�
事業ス崕ー嵈�

�
�

高知県�高知市� ٛযઠ（ਛ��年１月 �日）ٜ� ৺ ���� ਐয（県）�৺ �� ਐয（市）�
ٛ職員数（ਛ ��年 �月 �日）ٜ一ಹ行政門� ����� য（県）������ য（市）�
ٛఏ財政ૠெ（ਛ �� 年度）ٜ����������� 円（県）����������� 円（市）�

○ೣ和 �� 年৻に整岿れた高知県立図書館と高知市立市民図
書館は施設の℄化・ഠᄺ化が進んでいた。また、高度情報化
会の進னなど会୭がপきく化する中で、められる役割
も多化、専門化し、ৗしいサービスがめられていた。�

○こういった課題に対応すべく、県市の図書館を合ണし、それぞれの
役割と機能を果たしながら、ษઠサービスや施設管理等の共ৢす
る業務を一体的に行うことで、প்な崛ストが図られると同時
に、それぞれの機能をこれまでਰ上にมしながら、県民・市民の
利性を高め、充実したサービスの提供を実現している。�

�

 

 
 

整�
ス崙崠嵍ール�

ਛ �� 年度�
�
ਛ �� 年度�
ਛ �� 年度�

市から県へ図書館の合ണを
提੧�
ৗ図書館フ崑ーラ嵈৫ಈ�
ৗ図書館基মଡ୳をੁ定�

ਛ �� 年度�
�
ਛ �� 年度�
ਛ �� 年度�

県市で基মੈ定書をഁ�
県市で整基মੑ画をੁ定�
ৗ図書館等複合施設「オーテピア」ᓛੵ�
৫館�

○
○会୭の化に応じたサービスの
多化・専門化�

○岿ま峀まな関係機関との連携・ੈ௮�

ਛ �� 年 � 月にそれぞれઃの組織を足。同内で業務を実施している。現在はそれぞれの館長のもとに組織体制
がଡണ岿れている。�
高知県：高知県ઇ委員会事務ଂৗ図書館整課� 高知市：高知市ઇ委員会市民図書館ৗ図書館建設�

○ਁ共サービスに係る崣ルフ嵊崳崧嵒ング（年度岾とに進⎃管理）�
・サービスఏを設定（年間入館者数、年間য出点数、レファ
レンス੯数、県民一য当たりの年間出ၻ数等）し、それぞれに৯
ఏகを設定�
・崩ェ崫崗シートによるનੳ�
各サービスに共ৢするඨ৯（嵃ー嵈嵂ー崠へのア崗崣ス状ய、崯ー崧
嵁ースの利用状ய等ڲඨ৯）、各サービスのඨ৯（資料・情報の
提供（一ಹ図書のব内出版点数の収集割合）等 �� ඨ৯）�

○ೣ和 �� 年৻に整岿れた高知県立図書館と高知
市立市民図書館は℄化・ഠᄺ化が進ன�

○県市連携会議にて、高知市長から高知県知事に୯
ু৵ഢを整とした図書館の合ണを提੧�

○県市嵗ー崕ンググループが、各館のෞ合ണではな
く、一体的に整・ઈすることで、整ાやઈ
ાのచができ、図書館ઈの充実等を図ることが
ୄ岿れると報ઔ�

県市連携会議にて合ണを提੧し、基মଡ୳へのାু等を合意。基মଡ୳をはじめとする各ரੑ画を県市でੁ定する
など、行政導により進められている。

により図書館のੑ画のਫ਼ୈを進。県民・市民に対してはフ崑ーラ嵈やହ会を県内数崓所で実施することでఢ知
を図る。�

各ரੑ画を共同でਫ਼ୈ、施設整に関する基মੈ定をഁ�

ৗ図書館フ崑ーラ嵈やହ会を県内複数所にて実施�

図書館業務௺はプ嵕嵅ー崞ルで৭定した事業者にگ年間の業務委託を実施�

崌嵁ントの（ਛ �� 年度図書館連ਢౠ）�

�
出所：オーテピア高知図書館提供�
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○県立図書館、市民図書館とそれ
ぞれに書のൊ向がୀうため、崳
ー崢に応じて各施設に行かな岻
ればならなかった�

○ണ �� 年後が৽過した施設は
℄化・ഠᄺ化し、ৗたなサービ
スが難な状யにあった�

○ఘ書の数をੜやすとともに、例えば「ビ崠崵ス・業・ਓ業支援ス嵂ー
ス」では、ビ崠崵ス支援૿当ఘ書が情報収集や調べをサ嵅ートするな
ど、専門化も図っている。こうしたきめかい取組の進により、県民・
市民へのサービスも合ണよりは各に上がったと実している。�

○� 年৯に ��� ਐযਰ上のਟ館者（オーテピア全体）があったが、�
年৯ਰఋはするものとᠫしていた。しかし、実は１年৯よりੜ
加しており、嵒ピー崧ーも多いと思われる。特に

しており、図書館とは
と考えている。�

○ਛ �� 年ஐの市民意調査において、「図書館ম館、ী館、
図書館を利用したことがあるか」との設ਖでは、回はگ割程度だった
のに対し今回の調査ではڰ割まで上がった。�

�

○県の書は専門書中心、市の書は一ಹ向岻で、ધ

৾・৵ହなどが多い。

�

○書数の状யと利用者サービスに要なએをੈ議し

た果、 。

�

○ম館の基ম理は「これからの高知をেきるযたちにৡとಜ峝をもたら
す図書館」である。৫館にฌ岻、県市図書館職員による業会
や嵗ー崗シ嵏崫プに加えて、「知のು点としてのৗ図書館サービスਫ਼ୈ委
員会」とীఐ会、及峝図書館ੈ議会等を৽てੁ定した「オーテピア高
知図書館サービスੑ画」においてこの基ম理を掲げ、基ম方針とそ
の実現に向岻たサービス・取組をંしている。�

○中心市ඌ活性化への果についても、オーテピアくのૹඌでは、空き๘にධ୫を中心とした出のきが峩
られ、特にๆのૹඌではධ୫を中心にڱ๘ੜ加している。高知県ૹඌஷ௪組合連合会が実施した令和
元年度ಒఛのૹඌన行者ৢ行調査によれば年ૻ৺２割ੜとなっており、高知ৗୂはオーテピア৫館果が
全体をし上げたと峩られるとのীෲをંしている。�

施設内観（高知峩らいఐ৾館）�

�
出所：高知県・高知市「オーテピア� 建設の記録」（第２
版� 令和 ���）�

崌嵁ントでのに岸わい（ラ崌崾ラ嵒崛ンサート）�

�
出所：オーテピア高知図書館提供�

○ম館の嵉嵒崫トの一つとして、関係者が多いが峰えに、୦か議があったに、ਈી的に「県民、市民のためにどうするか」
というਉ点に立ちರれるというડએがある。�

○複数自治体が関ଖしているからこそ、共同でੁ定したੑ画等、ધ化岿れたものがುり所となるため、サービス従事者
等の意の共有化が図られる。�
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施設内観（高知峩らいఐ৾館）�

�
出所：高知県・高知市「オーテピア� 建設の記録」（第２
版� 令和 ���）�

崌嵁ントでのに岸わい（ラ崌崾ラ嵒崛ンサート）�

�
出所：オーテピア高知図書館提供�

○ম館の嵉嵒崫トの一つとして、関係者が多いが峰えに、୦か議があったに、ਈી的に「県民、市民のためにどうするか」
というਉ点に立ちರれるというડએがある。�

○複数自治体が関ଖしているからこそ、共同でੁ定したੑ画等、ધ化岿れたものがುり所となるため、サービス従事者
等の意の共有化が図られる。�

 

○各図書館において方針が異なった場
合にどのように対応するか�

○多数の関係者が業務に従事する施設
での情報共有をどのように行うか�

○図書館の場合は早出�中出�遅出とい
ったシフトと週休日がバラバラという特徴
があり、特に情報の共有が難しい�

�

○県市図書館はそれぞれに果たすべき役割が異な
り、それに応じた方針に基づき資料を収集するた
め、円滑な調整ができないと、県寄り、市寄りの
図書館となりかねない。そこで、県図書館、市図
書館とそれぞれに館長を置く � 館長制を採用�

○毎日の朝会や月 � 回の全体会議に加え、県市
双方の職員が使用できる図書館業務端末にグ
ループウェアを導入し、情報共有を図っている�

・課題解決支援型（県民・市民が課題に思っていることに対し、レ
ファレンスサービスによる資料提供等で、課題解決の支援ができ
る）図書館を掲げているにも関わらず、その普及があまり進んでい
ないことが現状の課題である。県民、市民にそういった活用ができ
ることを知って、活かしてもらえるようにしてきたい。 

・オーテピア高知図書館は県立図書館と市民図書館の二つの組
織を置く施設であり、同じ空間に同時に存在し、

している。それぞれの役割と機能を果たしなが
ら、

し、例えば施設管理や施設利用
許可、使用料徴収などの業務は、県から市へ委託し、市が一元
的に実施している。
�

施設内観（オーテピア高知図書館、�
オーテピア高知声と点字の図書館）�

�

 
出所：高知県・高知市「オーテピア� 建設の記録」�
（第２版� 令和１��）�

自治体間での施設の複合化に当たっては「一緒にやっていくんだ」という気持ちを持つことが重要で
す。複合化等を進める過程においては、それぞれの背後に財政課、首長、議会があること等から、
その調整や意思決定に非常に時間がかかるものであり、中途半端な決意では挫折してしまいま
す。そして、特に首長同士が同じ方向を向いていることも重要だと考えます。�

・令和元年度は、図書館のサービス・取組等への関心を高め、より多くの方に図書館を利用してもらうため、広報・企
画の充実・強化に取り組むと同時に、専門書に強い県立図書館の専門職員と、市民図書館の専門職員が連携
し、広範囲なレファレンスに対応できるよう、専門性の向上に取り組んでいる。また、満足度調査等も、今後実施して
いきたいと考えている。�
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事業崯ー崧�

施設ਏ

事業崡崕ー嵈（క）

 ઁৃでの崌ベン崰等にਸえ、施設がૐಎ઼として機能し、ৼଭટをে峽で岮る�
 ৸施設来ை者ਯがభべ��� ਐ人を（����������� ৫ை ���৯）�
 છைの定ଵ৶者を設ੑమで৭定し、છைの૬的高ସ৲を実ਠ�

ટ 

 

 

利用者（市民）

利用者（児童、生徒）

事業のਏ�
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�

事業崯ー崧�

施設ਏ

事業崡崕ー嵈（క）

 ઁৃでの崌ベン崰等にਸえ、施設がૐಎ઼として機能し、ৼଭટをে峽で岮る�
 ৸施設来ை者ਯがభべ��� ਐ人を（����������� ৫ை ���৯）�
 છைの定ଵ৶者を設ੑమで৭定し、છைの૬的高ସ৲を実ਠ�

ટ 

 

 

利用者（市民）

利用者（児童、生徒）

事業のਏ�

 
 

 

事業ੌのూବ・৽༬� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�

�

�

�

�

�

�

�

৽༬�

事業の్岮�
中ੱ市ඌのણਙ৲�
峨峋なかの岣に岸峹岮岤出

進体�
商工ੁ課中ੱ市ඌણਙ৲がੑをਫ਼ୈするとともに、ૂ

૯的な৹整を実施

嵊崳崧嵒ン崘ু১・体�

きっか岻（ూବ）�

ঢ়બ者との৹整�

市民との体ୡワークショップ等
市民�

ૂ�

民事業者�

定ଵ৶者�
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事業実施のટやメ嵒ッ崰� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

実施�

ટ⋇� 施設のৼଭટに峲るに岸峹岮の出�

ফ代に施設を利用できるଡ
ਛ

実施後�

ফ ���
ਰの崌ベン崰が実施

৸施設来ை者ਯは、భべ ���
ਐ人を �

ٳ ૬的高ସ৲業ਜ等を
する岽とで、ସの高岮૬の整備を実ਠ

ટ⋈� 民崶崎崷崎のฑໞなણ用に峲るସの高岮૬の出�

ସの高岮備ષ等が整備岿れ、ੱの峲岮高ସな૬を実ਠ

峇ののટ�
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する岽とで、ସの高岮૬の整備を実ਠ

ટ⋈� 民崶崎崷崎のฑໞなણ用に峲るସの高岮૬の出�

ସの高岮備ષ等が整備岿れ、ੱの峲岮高ସな૬を実ਠ

峇ののટ�

課題や改善点・今後の展望� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

導入時の課題（懸念事項）� 課題への対応�

中核施設として多
世代で利用可能な公共施設を整備するととも
に、複合的に利用できる商業施設の整備を促進�

今後の展望

 

工夫した点
市民ワークショ

ップでは、施設に求められる機能・役割を考えるため、高齢者や子ど
も連れ等、具体的な人物像を設定し、行動シミュレーションを実施

ベビーカーや荷物をもって、すべての施設を雨に濡れずに移動が出来
る

担当者から
メッセージ�
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